別紙１
公民館利用の心得

　(1)入室及び退室する場合は公民館窓口にて、利用報告書に必要事項を記入すること。

　(2)利用時間は準備、片付けを含めて２時間以内とする。なお、延長した場合は条例及び規則に定める使用料を徴収するものとする。

　(3)使用目的以外の行為は行わないこと。

　(4)館長の許可なく、物品の販売又は利用する施設内外への張り紙、釘打ち等は行わないこと。

　(5)許可された場所以外の立入り及び利用はしないこと。

　(6)危険・事故防止に努め、万が一、事故が発生した場合は、直ちに活動（使用）を中止し、公民館職員又は警備員に連絡すること。

　(7)公民館施設の利用中に、物品等の紛失及び破損をした場合は修理等の補償責任を負うものとする。

　(8)公民館施設を利用するにあたり、自己の責めにおいて発生した事件・事故等はすべて自己責任のうえ処理するものとする。

　(9)公民館職員の指示に従うこと。

(10)公民館施設及び敷地内に館長の許可なく私物を保管してはならない。

団体登録の要件

(1)代表者が明確であり、構成員が１０人以上であること。
（構成員の３分の２以上が市内に在住、在勤又は在学であること。）

(2)定期利用団体の代表者と講師が同一にならないこと。
　（私塾等のように営利を目的とした団体は登録させないこととする。）

(3)利用日は原則として、１月につき１回以上４回以内かつ１週間に１回以内とする。

(4)政治的、宗教的又は営利を目的とした団体でないこと。

(5)公民館の定期利用団体で組織する、豊見城市立中央公民館定期利用団体連絡協議会に加入すること。
(6)公民館及び地域での奉仕活動に積極的に協力するよう努めること。

(7)団体への加入を希望する者がある場合は、これに応ずるよう努めること。

　(8)講師の指導を受ける団体において、当該講師に謝礼金を支払う場合は、本市の講師謝礼支払い基準を超えない範囲内において支払うこと。ただし、団体の構成員が講師である場合は、謝礼金を支払わないこと。（例：１時間３，０００円）
　(9)生涯学習・社会教育の目的に沿い、計画的、継続的に活動すること。

　(10)活動はすべて公開し、民主的に運営すること。
　(11)活動規約を定め、組織及び経理が確立し、会務が正確に行われていること。
　(12)その他館長が必要と認める事項

